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交通政策審議会交通体系分科会環境部会の設置について 
 

 

 

１．目的 

 環境部会は、交通に関する環境政策の基本的な考え方について調査審議する

ために設置する。 

 

 

２．当面の検討事項 

 環境部会における当面の検討事項としては、 

①京都議定書の発効が現実的となっていること、 

②来年度において地球温暖化対策推進大綱の評価・見直しが行われる予定であ

ること、 

③運輸部門の CO２排出量が依然として目標を上回っていること、 

等を踏まえ、以下としたい。 

（１）現行の温暖化対策の評価 

（２）現行対策の強化策と新規対策の検討 

（３）その他（京都メカニズムの運輸部門における取組みなど） 

 

 
３．当面の審議スケジュール 

 環境部会における当面の審議スケジュールは、以下のとおりとしたい。 

２００３年９～１０月 運輸部門における CO2排出量の推移 

→現行対策の概要、自由討議 

１１月 「自動車交通対策」の評価と課題 

２００４年   １月 「環境負荷の小さい交通体系の構築」の評価と課題 

２～３月 現行対策の強化策と新規施策 

４月 中間とりまとめ 
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